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規

則 

埼
玉
県
立
特
別
支
援
学
校
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
二
年
三
月
十
七
日 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長 

小 

松 

弥 

生 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
五
号 

 
 

 

埼
玉
県
立
特
別
支
援
学
校
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
立
特
別
支
援
学
校
管
理
規
則
（
昭
和
三
十
三
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
九
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
七
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
副
校
長
） 

第
七
条
の
二 

教
育
委
員
会
が
指
定
す
る
学
校
に
、
副
校
長
を
置
く
。 

２ 

副
校
長
は
、
校
長
を
助
け
、
命
を
受
け
て
校
務
を
つ
か
さ
ど
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



規

則 

埼
玉
県
立
学
校
に
お
け
る
学
校
運
営
協
議
会
の
設
置
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
二
年
三
月
十
七
日 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長 

小

松

弥

生 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
六
号 

 
 

 

埼
玉
県
立
学
校
に
お
け
る
学
校
運
営
協
議
会
の
設
置
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す 

 
 

 

る
規
則 

 

埼
玉
県
立
学
校
に
お
け
る
学
校
運
営
協
議
会
の
設
置
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
三
十
一
年
埼
玉

県
教
育
委
員
会
規
則
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
一
条
中
「
第
四
十
七
条
の
六
」
を
「
第
四
十
七
条
の
五
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 
 

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



犯罪捜査のための通信傍受に関する法律に基づく傍受令状を請求することができる司法警察

員の指定に関する規則の一部を改正する規則をここに公布する｡ 

令和２年３月17日 

                    埼玉県公安委員会委員長 野 瀬 清 喜 

埼玉県公安委員会規則第３号 

   犯罪捜査のための通信傍受に関する法律に基づく傍受令状を請求することができる 

   司法警察員の指定に関する規則の一部を改正する規則 

犯罪捜査のための通信傍受に関する法律に基づく傍受令状を請求することができる司法警察

員の指定に関する規則（平成12年埼玉県公安委員会規則第12号）の一部を次のように改正する。 

 第２号中「刑事部組織犯罪対策局長、刑事部参事官」を「刑事部参事官（統括）、刑事部組

織犯罪対策局長」に改める。 

   附 則 

 この規則は、令和２年３月19日から施行する。 



規 
 

則 

 
管
理
職
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

 
 

令
和
二
年
三
月
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
委
員
長 

武 

笠 

正 

男 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
〇
二
五 

 
 

 

管
理
職
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

管
理
職
手
当
に
関
す
る
規
則
（
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。 

別
表
第
一
警
察
本
部
の
部
中
「
警
察
署
長
（
浦
和
、
浦
和
東
」
を
「
警
察
署
長
（
浦
和
」
に
改

め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
三
月
十
九
日
か
ら
施
行
す
る
。 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
十
七
号 

Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
落
札
者
を
決

定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
二
年
三
月
十
七
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

 



１ 購入等件名及び予定数量 

  埼玉県川口地方庁舎ほか16施設で使用する電気 予定使用電力量1,127,436キ

ロワット時（電灯797,754キロワット時及び動力329,682キロワット時） 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県総務部管財課電気施設担当 埼玉県さいたま市浦和区高砂３丁目15番１

号 

３ 落札者を決定した日 

  令和２年１月９日 

４ 落札者の氏名及び住所 

  株式会社エネット 東京都港区芝公園２丁目６番３号 

５ 落札金額 

  29,258,582円 

６ 契約の相手方を決定した手続 

  一般競争入札 

７ 入札の公告を行った日 

  令和元年11月22日 

 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
十
八
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
意
見
の
概
要
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
し
、
及
び
当
該
意
見
を
次

の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

令
和
二
年
三
月
十
七
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

一 

意
見
の
概
要 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

ケ
ー
ズ
デ
ン
キ
新
新
座
店 

 
 

 

埼
玉
県
新
座
市
中
野
二
丁
目
二
千
七
十
一
番
外 

 

ロ 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
の
意
見
の
概
要 

 

⑴ 

屋
外
広
告
物
に
つ
い
て 

 
 

 

集
客
促
進
等
の
た
め
の
貼
り
紙
、
貼
り
札
、
立
看
板
等
の
屋
外
広
告
物
又
は
こ
れ
を
掲

出
す
る
物
件
の
う
ち
、
屋
外
広
告
物
法
第
７
条
第
４
項
に
規
定
す
る
容
易
に
取
り
外
し
、

又
は
移
動
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
表
示
又
は
設
置
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

 

⑵ 

照
明
目
的
以
外
に
漏
れ
出
す
光
に
つ
い
て 

 
 

 

サ
ー
チ
ラ
イ
ト
等
の
照
明
目
的
以
外
に
漏
れ
出
す
光
や
必
要
が
な
い
光
を
少
な
く
し
、

不
要
な
光
の
氾
濫
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
配
慮
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
近
隣
住
民
か
ら
の

苦
情
等
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
誠
実
に
対
応
す
る
よ
う
努
め
て
く
だ
さ
い
。 

 

⑶ 

交
通
安
全
対
策
等
に
つ
い
て 

 
 

 

通
勤
・
通
学
時
間
帯
の
工
事
車
両
の
出
入
り
は
自
粛
し
、
工
事
中
に
お
い
て
は
工
事
関

係
者
の
駐
車
場
を
確
保
し
、
周
辺
道
路
に
路
上
駐
車
等
の
な
い
よ
う
工
事
関
係
者
に
周
知

徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
車
両
誘
導
員
を
配
置
し
交
通
安
全
に
万
全
を
期
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

開
業
後
に
お
い
て
は
交
通
事
故
・
交
通
渋
滞
等
が
生
じ
な
い
よ
う
必
要
に
応
じ
て
交
通
誘

導
員
を
設
置
す
る
な
ど
、
交
通
安
全
に
万
全
を
期
す
る
と
と
も
に
、
周
辺
に
路
上
駐
車
・

駐
輪
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
利
用
者
及
び
従
業
員
に
周
知
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

ま
た
、
経
路
図
以
外
へ
の
車
両
の
進
入
を
抑
制
す
る
対
策
（
看
板
等
）
を
講
じ
、
交
通
事

故
・
交
通
渋
滞
等
が
生
じ
な
い
よ
う
万
全
を
期
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

⑷ 

交
通
安
全
施
設
に
つ
い
て 

 
 

 

車
両
の
出
入
り
に
対
す
る
安
全
対
策
と
し
て
、
施
設
へ
の
車
両
の
出
入
口
を
限
定
す
る

と
と
も
に
、
見
通
し
を
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
他
の
境
界
は
、
車
両
の
出
入
り
を
禁

止
す
る
た
め
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
等
、
高
さ
の
あ
る
も
の
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
出

入
口
の
事
故
防
止
の
た
め
、
敷
地
内
に
一
時
停
止
を
促
す
標
示
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。



（
物
流
車
出
口
を
含
む
） 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

令
和
二
年
三
月
十
七
日
か
ら
令
和
二
年
四
月
十
七
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
南
西
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
十
九
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
意
見
の
概
要
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
し
、
及
び
当
該
意
見
を
次

の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

令
和
二
年
三
月
十
七
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

一 

意
見
の
概
要 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

（
仮
称
）
ダ
イ
レ
ッ
ク
ス
川
越
的
場
店 

 
 

 

埼
玉
県
川
越
市
大
字
的
場
字
六
畑
八
百
三
十
一
外 

 

ロ 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
の
意
見
の
概
要 

 

⑴ 

看
板
等
に
よ
り
入
口
・
出
口
を
明
確
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

⑵ 

事
故
防
止
等
の
た
め
、
出
入
口
付
近
で
の
見
通
し
の
確
保
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

⑶ 

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
場
合
に
は
「
川
越
市
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
及
び
運
用
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
沿
っ
た
運
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

⑷ 

防
犯
上
の
観
点
か
ら
、
開
店
中
の
敷
地
内
は
定
期
的
に
巡
回
し
、
異
常
の
有
無
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。 

 

⑸ 

閉
店
時
駐
車
場
に
関
係
の
無
い
車
両
が
入
り
込
ん
だ
り
、
少
年
の
た
ま
り
場
と
な
ら
な

い
よ
う
対
策
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

⑹ 

強
盗
事
件
等
が
発
生
し
た
場
合
等
の
緊
急
時
に
備
え
た
対
応
を
従
業
員
に
周
知
し
て
く

だ
さ
い
。 

 

⑺ 

図
面
３
「
建
物
配
置
図
及
び
１
階
平
面
図
」
で
は
、
県
道
か
ら
の
出
入
り
を
左
折
イ
ン
・

左
折
ア
ウ
ト
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
右
折
進
入
防
止
対
策
と
し
て
、
入
口
部
へ
の
看
板
設

置
の
み
で
は
、
実
際
、
右
折
侵
入
車
を
防
げ
る
か
問
題
で
あ
り
ま
す
。
同
所
車
道
幅
員
が

狭
い
た
め
、
右
折
車
の
滞
留
に
よ
る
渋
滞
と
右
折
直
進
車
の
事
故
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
対
面
す
る
ベ
ル
ク
等
の
客
の
乱
横
断
も
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
繁
忙
時
間
帯
な
ど
は
交

通
誘
導
員
の
配
置
の
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

⑻ 

児
童
・
生
徒
の
登
下
校
等
で
の
安
全
が
十
分
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
配
慮
し
た
上
で
の
対

応
を
お
願
い
し
ま
す
。 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

令
和
二
年
三
月
十
七
日
か
ら
令
和
二
年
四
月
十
七
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 



 
 

埼
玉
県
南
西
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
二
十
号 

 
家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

家
畜
又
は
そ
の
死
体
の
所
有
者
に
対
し
、
同
項
に
規
定
す
る
監
視
伝
染
病
の
検
査
を
次
の
と
お
り

受
け
る
こ
と
を
命
ず
る
。 

令
和
二
年
三
月
十
七
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

一 

実
施
の
目
的 

 

イ 

牛
の
ブ
ル
セ
ラ
病
、
結
核
病
、
ヨ
ー
ネ
病
、
伝
達
性
海
綿
状
脳
症
、
牛
ウ
イ
ル
ス
性
下
痢
・

粘
膜
病
及
び
牛
白
血
病
、
馬
の
馬
伝
染
性
貧
血
及
び
馬
パ
ラ
チ
フ
ス
、
蜜
蜂
の
腐
蛆そ

病
並
び

に
豚
の
オ
ー
エ
ス
キ
ー
病
及
び
豚
繁
殖
・
呼
吸
障
害
症
候
群
の
発
生
の
予
防 

 

ロ 

牛
の
ア
カ
バ
ネ
病
、
チ
ュ
ウ
ザ
ン
病
、
ア
イ
ノ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
イ
バ
ラ
キ
病
及
び
牛

流
行
熱
、
豚
の
豚
熱
及
び
ア
フ
リ
カ
豚
熱
並
び
に
家
き
ん
の
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

及
び
低
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
の
予
察 

二 

実
施
す
る
区
域 

 
 

県
内
全
域 

三 

実
施
の
対
象
と
な
る
家
畜
又
は
そ
の
死
体
の
種
類
及
び
範
囲 

 

イ 

一
の
イ
に
係
る
検
査 

 
 

⑴ 

ブ
ル
セ
ラ
病
、
結
核
病
及
び
ヨ
ー
ネ
病 

 
 

 
 

県
内
で
飼
育
し
て
い
る
牛
の
う
ち
、
家
畜
伝
染
病
予
防
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年

農
林
省
令
第
三
十
五
号
。
五
の
イ
に
お
い
て
「
省
令
」
と
い
う
。
）
第
九
条
第
二
項
第
一

号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
牛
で
そ
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
家
畜
保
健
衛
生
所
の
長
が

必
要
と
認
め
る
も
の 

 
 

⑵ 

伝
達
性
海
綿
状
脳
症 

 
 

 
 

牛
海
綿
状
脳
症
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
七
十
号
）
第
六
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
届
出
の
対
象
と
な
る
牛
の
死
体
で
そ
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
家
畜
保
健
衛
生

所
の
長
が
必
要
と
認
め
る
も
の 

 
 

⑶ 

牛
ウ
イ
ル
ス
性
下
痢
・
粘
膜
病
及
び
牛
白
血
病 

県
内
で
飼
育
し
て
い
る
牛
で
そ
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
家
畜
保
健
衛
生
所
の
長
が
必
要

と
認
め
る
も
の 

 
 

⑷ 

馬
伝
染
性
貧
血
及
び
馬
パ
ラ
チ
フ
ス 

 
 

 
 

県
内
で
飼
育
し
て
い
る
馬
で
そ
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
家
畜
保
健
衛
生
所
の
長
が
必
要

と
認
め
る
も
の 

 
 

⑸ 

腐
蛆そ

病 



 
 

 
 

県
内
で
飼
育
し
て
い
る
蜜
蜂
で
そ
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
家
畜
保
健
衛
生
所
の
長
が
必

要
と
認
め
る
も
の 

 
 

⑹ 

オ
ー
エ
ス
キ
ー
病
及
び
豚
繁
殖
・
呼
吸
障
害
症
候
群 

 
 

 
 

県
内
で
飼
育
し
て
い
る
豚
で
そ
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
家
畜
保
健
衛
生
所
の
長
が
必
要

と
認
め
る
も
の 

 

ロ 

一
の
ロ
に
係
る
検
査 

 
 

⑴ 

ア
カ
バ
ネ
病
、
チ
ュ
ウ
ザ
ン
病
、
ア
イ
ノ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
イ
バ
ラ
キ
病
及
び
牛
流

行
熱 

 
 

 
 

県
内
で
飼
育
し
て
い
る
牛
で
そ
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
家
畜
保
健
衛
生
所
の
長
が
必
要

と
認
め
る
も
の 

 
 

⑵ 

豚
熱
及
び
ア
フ
リ
カ
豚
熱 

 
 

 
 

県
内
で
飼
育
し
て
い
る
豚
で
そ
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
家
畜
保
健
衛
生
所
の
長
が
必
要

と
認
め
る
も
の 

 
 

⑶ 

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
低
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ 

 
 

 
 

県
内
で
飼
育
し
て
い
る
家
き
ん
で
そ
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
家
畜
保
健
衛
生
所
の
長
が

必
要
と
認
め
る
も
の 

四 

実
施
の
期
日 

 
 

令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
実
施
の
対
象
と
な

る
家
畜
又
は
そ
の
死
体
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
家
畜
保
健
衛
生
所
の
長
の
定
め
る
日 

五 

検
査
の
方
法 

 

イ 

ブ
ル
セ
ラ
病
、
結
核
病
、
ヨ
ー
ネ
病
及
び
伝
達
性
海
綿
状
脳
症 

 
 

 

省
令
別
表
第
一
に
定
め
る
方
法 

 

ロ 

牛
ウ
イ
ル
ス
性
下
痢
・
粘
膜
病 

 
 

⑴ 

中
和
試
験
検
査 

 
 

⑵ 

そ
の
他
の
検
査 

 

ハ 

牛
白
血
病 

 
 

⑴ 

エ
ラ
イ
ザ
法
に
よ
る
検
査 

 
 

⑵ 

そ
の
他
の
検
査 

 

ニ 

馬
伝
染
性
貧
血 

 
 

⑴ 

エ
ラ
イ
ザ
法
に
よ
る
検
査 

 
 

⑵ 

寒
天
ゲ
ル
内
沈
降
反
応
検
査 

 
 

⑶ 

そ
の
他
の
検
査 

 

ホ 

馬
パ
ラ
チ
フ
ス 

 
 

⑴ 

凝
集
反
応
検
査 



 
 

⑵ 

そ
の
他
の
検
査 

 

ヘ 

腐
蛆そ

病 

 
 

⑴ 

臨
床
検
査 

 
 

⑵ 
そ
の
他
の
検
査 

 

ト 

オ
ー
エ
ス
キ
ー
病 

 
 

⑴ 

エ
ラ
イ
ザ
法
に
よ
る
検
査 

 
 

⑵ 

ラ
テ
ッ
ク
ス
凝
集
反
応
検
査 

 
 

⑶ 

そ
の
他
の
検
査 

 

チ 

豚
繁
殖
・
呼
吸
障
害
症
候
群 

 
 

⑴ 

エ
ラ
イ
ザ
法
に
よ
る
検
査 

 
 

⑵ 

そ
の
他
の
検
査 

 

リ 

ア
カ
バ
ネ
病
、
チ
ュ
ウ
ザ
ン
病
、
ア
イ
ノ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
イ
バ
ラ
キ
病
及
び
牛
流
行

熱 

 
 

⑴ 

中
和
試
験
検
査 

 
 

⑵ 

そ
の
他
の
検
査 

 

ヌ 

豚
熱 

 
 

⑴ 

臨
床
検
査 

 
 

⑵ 

エ
ラ
イ
ザ
法
に
よ
る
検
査 

 
 

⑶ 

そ
の
他
の
検
査 

 

ル 

ア
フ
リ
カ
豚
熱 

 
 

⑴ 

臨
床
検
査 

 
 

⑵ 

そ
の
他
の
検
査 

 

ヲ 

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
低
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ 

 
 

⑴ 

ウ
イ
ル
ス
分
離
検
査 

 
 

⑵ 

血
清
抗
体
検
査 

 
 

⑶ 

そ
の
他
の
検
査 

六 

そ
の
他 

 
 

実
施
に
関
す
る
細
目
に
つ
い
て
は
、
実
施
の
対
象
と
な
る
家
畜
又
は
そ
の
死
体
の
所
在
地
を

管
轄
す
る
家
畜
保
健
衛
生
所
の
長
の
指
示
に
よ
る
。 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
二
十
一
号 

 
家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

豚
及
び
い
の
し
し
の
所
有
者
に
対
し
、
次
の
と
お
り
実
施
す
る
監
視
伝
染
病
の
注
射
を
受
け
る
こ

と
を
命
ず
る
。 

令
和
二
年
三
月
十
七
日 

埼
玉
県
知
事 

大

野

元

裕 

一 

実
施
の
目
的 

 
 

豚
熱
の
発
生
の
予
防 

二 

実
施
す
る
区
域 

 
 

県
内
全
域 

三 

実
施
の
対
象
と
な
る
家
畜
の
種
類
及
び
範
囲 

 
 

県
内
で
飼
育
し
て
い
る
豚
及
び
い
の
し
し
で
そ
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
家
畜
保
健
衛
生
所
の 

 

長
が
必
要
と
認
め
る
も
の 

 

四 

実
施
の
期
日 

 
 

令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
当
該
家
畜
の
所
在 

 

地
を
管
轄
す
る
家
畜
保
健
衛
生
所
の
長
の
定
め
る
日 

五 

注
射
の
方
法 

 
 

皮
下
又
は
筋
肉
内
注
射 

六 

そ
の
他 

 
 

実
施
の
細
部
に
つ
い
て
は
、
当
該
家
畜
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
家
畜
保
健
衛
生
所
の
長
の
指 

 

示
に
よ
る
。 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
二
十
二
号 

 
次
の
雨
水
流
出
抑
制
施
設
は
、
埼
玉
県
雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成

十
八
年
埼
玉
県
条
例
第
二
十
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
則
で
定
め
る
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る
と

認
め
た
の
で
、
告
示
す
る
。 

 
 

令
和
二
年
三
月
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

許
可
番
号 

 
 

第
二
〇
一
二
―
十
五
―
一
号 

二 

雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
敷
地
で
あ
る
土
地
の
区
域 

 
 

行
田
市
大
字
持
田
字
東
谷
三
百
四
十
七
―
一 

外
十
三
筆 

三 

雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
容
量 

 
 

容
量 

三
十
七
・
二
立
方
メ
ー
ト
ル 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
二
十
三
号 

 
和
光
市
か
ら
和
光
都
市
計
画
用
途
地
域
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
二
年
三
月
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

   



告 
 

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
二
十
四
号 

 
和
光
市
か
ら
和
光
都
市
計
画
道
路
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市

計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦

覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
二
年
三
月
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
二
十
五
号 

 
建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
建
築
士
の
免
許
を
取
り
消
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

 
 

令
和
二
年
三
月
十
七
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

一 

免
許
の
取
消
し
を
し
た
年
月
日 

 
 

令
和
二
年
三
月
九
日 

二 

免
許
の
取
消
し
を
受
け
た
建
築
士
の
氏
名 

 
 

宮
村 

優 

三 

前
号
に
掲
げ
る
者
の
二
級
建
築
士
又
は
木
造
建
築
士
の
別 

 
 

二
級
建
築
士 

四 

第
二
号
に
掲
げ
る
者
の
登
録
番
号 

 
 

第
八
八
三
〇
号 

五 

免
許
取
消
し
の
理
由 

 
 

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項
第
二
号
に
よ
る 



告

示 

埼
玉
県
朝
霞
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
六
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
二
年
三
月
十
七
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境
課

及
び
埼
玉
県
朝
霞
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
二
年
三
月
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
朝
霞
県
土
整
備
事
務
所
長 

相 

原 

秀 

行 

 

 

 

 



 

   
 

 

保
谷
志
木
線 

  

路 
 

線 
 

名 

新
座
市
栗
原
一
丁
目
三
二
六
番
二
地
先
か
ら

同
市
栗
原
一
丁
目
三
二
六
番
六
地
先
ま
で 

 

供
用
開
始
の
区
間 

 

 
 

令
和
二
年
三
月
十
七
日 

供
用
開
始
の
期
日 

平

成

二

十

四

年

七

月

十
七
日
付
け
埼
玉
県
朝

霞

県

土

整

備

事

務

所

長
告
示
第
十
三
号
で
告

示
し
た
道
路
予
定
区
域

の
一
部
供
用
開
始
で
あ

る
。 

延
長
一
八
・
七
九
メ
ー

ト
ル 

        

備 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
朝
霞
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
七
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
二
年
三
月
十
七
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境
課

及
び
埼
玉
県
朝
霞
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
二
年
三
月
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
朝
霞
県
土
整
備
事
務
所
長 

相 

原 

秀 

行 

 

 

 

 



 

   
 

 

練
馬
所
沢
線 

  

路 
 

線 
 

名 

新
座
市
栗
原
三
丁
目
二
八
二
番
四
地
先
か
ら

同
市
栗
原
三
丁
目
二
八
一
番
一
〇
地
先
ま
で 

 

供
用
開
始
の
区
間 

 

 
 

令
和
二
年
三
月
十
七
日 

供
用
開
始
の
期
日 

平

成

二

十

四

年

七

月

十
七
日
付
け
埼
玉
県
朝

霞

県

土

整

備

事

務

所

長
告
示
第
十
四
号
で
告

示
し
た
道
路
予
定
区
域

の
供
用
開
始
で
あ
る
。 

延
長
七
八
・
〇
四
メ
ー

ト
ル 

        

備 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
朝
霞
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
八
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
二
年
三
月
十
七
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境
課

及
び
埼
玉
県
朝
霞
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
二
年
三
月
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
朝
霞
県
土
整
備
事
務
所
長 

相 

原 

秀 

行 

 

 

 

 



 

  

飯
田
橋
石
神
井
新
座
線 

  

路 
 

線 
 

名 

新
座
市
栗
原
三
丁
目
二
六
〇
番
六
地
先
か
ら

同
市
栗
原
三
丁
目
二
八
〇
番
三
地
先
ま
で 

 

供
用
開
始
の
区
間 

 

 
 

令
和
二
年
三
月
十
七
日 

 

供
用
開
始
の
期
日 

平

成

二

十

四

年

四

月

二
十
七
日
付
け
埼
玉
県

朝

霞

県

土

整

備

事

務

所

長

告

示

第

十

一

号

で
告
示
し
た
道
路
予
定

区
域
の
一
部
供
用
開
始

で
あ
る
。 

延
長
九
九
・
八
四
メ
ー

ト
ル 

        

備 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
三
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
二
年
三
月
十
七
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境
課

及
び
埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
二
年
三
月
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
長 

根 

岸 

幸 

司 
 

 
 

一 

道
路
の
種
類 

一
般
国
道 

二 

路 

線 

名 

百
二
十
五
号 

三 

道
路
の
区
域 

 



 

 

新 旧 

旧 

新 

別 
加
須
市
北
大
桑
字
宮
下
五
一
六
番
三

地
先
か
ら
同
市
南
大
桑
字
川
面
三
七

三
三
番
一
地
先
ま
で 

区 
 

 

間 

二
七
・
八
六
～ 

 
 

 

四
三
・
二
〇 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

一
一
〇
〇
・
〇
〇 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

平
成
二
十
二
年
七
月
三
十
日
付
け
行
田
県

土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
二
号
の
道
路

予
定
区
域
の
一
部
変
更
で
あ
る
。 

備 
 

考 



告

示 

埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
四
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
二
年
三
月
十
七
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境
課

及
び
埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
二
年
三
月
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
長 

根 

岸 

幸 

司 
 

 
 



 
百
二
十
五
号 

路 

線 

名 

加
須
市
豊
野
台
二
丁
目
七
八
九
番

七
地
先
か
ら
加
須
市
南
大
桑
字
川

面
三
七
三
三
番
一
地
先
ま
で 

供
用
開
始
の
区
間 

令
和
二
年
三
月
二
十
日 

（
午
後
三
時
） 

供
用
開
始
の
期
日 

平
成
二
十
二
年
七
月
三
十
日
付
け
行
田
県
土

整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
二
号
及
び
令
和
二

年
三
月
十
七
日
付
け
行
田
県
土
整
備
事
務
所

長
告
示
第
三
号
で
告
示
し
た
道
路
予
定
区
域

の
供
用
開
始
で
あ
る
。 

延
長
三
〇
一
〇
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル 

備 
 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
五
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
二
年
三
月
十
七
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境
課

及
び
埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
二
年
三
月
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
長 

根 

岸 

幸 

司 
 

 
 

一 

道
路
の
種
類 

県
道 

二 

路 

線 

名 

砂
原
北
大
桑
線 

三 

道
路
の
区
域 

 



 

 

新 旧 

旧 

新 

別 

加
須
市
阿
佐
間
字
芝
六
二
番
一
地
先

か
ら
同
市
北
大
桑
字
宮
下
六
〇
二
番

八
地
先
か
ら
ま
で 

区 
 

 

間 

一
三
・
六
六
～ 

 
 

 

一
九
・
七
〇 

一
三
・
四
二
～ 

 
 

 

一
四
・
五
〇 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

三
六
八
・
四
六 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 

備 
 

考 



告

示 

埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
六
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
二
年
三
月
十
七
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境
課

及
び
埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
二
年
三
月
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
長 

根 

岸 

幸 

司 
 

 
 



 
砂
原
北
大
桑
線 

路 

線 

名 

加
須
市
阿
佐
間
字
芝
六
二
番
一
地

先
か
ら
同
市
北
大
桑
字
宮
下
六
〇

二
番
八
地
先
ま
で 

供
用
開
始
の
区
間 

令
和
二
年
三
月
二
十
日 

供
用
開
始
の
期
日 

令
和
二
年
三
月
十
七
日
付
け
行
田
県
土
整
備

事
務
所
長
告
示
第
五
号
で
告
示
し
た
道
路
予

定
区
域
の
供
用
開
始
で
あ
る
。 

延
長
三
六
八
・
四
六
メ
ー
ト
ル 

備 
 

 

考 



 

告

示 

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
四
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
二
年
三
月
十
七
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境
課

及
び
埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
二
年
三
月
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長 

長
谷
部 

進 

一 

  
 



 

 

一
般
国
道
百
二
十
五
号 

路 
 

線 
 

名 

久
喜
市
高
柳
字
溜
井
二
三
七
六
番
一
地
先
か

ら
同
市
高
柳
字
溜
井
二
九
〇
五
番
一
地
先
ま

で 

供 

用 

開 

始 

の 

区 

間 

令
和
二
年
三
月
二
十
日 

午
後
三
時 

供 

用 

開 

始 

の 

期 

日 

平
成
二
十
二
年
十
一
月
二
十
六
日
付
け
埼
玉
県

杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
二
十
三
号
で

告
示
し
た
道
路
予
定
区
域
の
一
部
供
用
開
始
で

あ
る
。 

 

延
長 

三
五
五
・
〇
八
メ
ー
ト
ル 

備 
 
 
 
 
 

考 



告

示 

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
五
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路

の
占
用
を
制
限
す
る
区
域
を
指
定
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と

お
り
公
示
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
二
年
三
月
十
七
日
か
ら
二
週
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境
課
及

び
埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

令
和
二
年
三
月
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長 

長
谷
部 

進 

一 
 

 
 

一 

道
路
の
種
類
及
び
路
線
名 

 
 

 
 

 
 

占
用
を
制
限
す
る
区
域 

 
 

一
般
国
道 

百
二
十
五
号 

久
喜
市
高
柳
字
溜
井
二
三
七
六
番
一
地
先
か
ら
同
市
高
柳
字
溜 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

井
二
九
〇
五
番
一
地
先
ま
で 

二 

制
限
の
対
象
と
す
る
占
用
物
件 

 
 

新
た
に
地
上
に
設
け
る
電
柱
（
占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日
よ
り
前
に
占
用
を
認
め
ら
れ
た 

 

電
柱
の
更
新
又
は
移
設
に
よ
る
も
の
を
除
く
。
） 

 
 

た
だ
し
、
電
柱
を
地
上
に
設
け
る
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
り
、
当
該
道
路
の
敷
地
外
に
直 

 

ち
に
用
地
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。 

三 

占
用
を
制
限
す
る
理
由 

 
 

緊
急
輸
送
道
路
の
占
用
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
被
害 

 

 

の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
。 

四 

占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日 

 

 
 

令
和
二
年
三
月
二
十
一
日 



告

示 

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
六
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
二
年
三
月
十
七
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境
課

及
び
埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
二
年
三
月
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長 

長
谷
部 

進 

一 

  



 
東
門
前
蓮
田
線 

路 
線 

名 

蓮
田
市
大
字
馬
込
字
十
二
番
二
六
三
四
番

一
地
先
か
ら
蓮
田
市
大
字
馬
込
字
十
二
番

二
一
四
九
番
一
地
先
ま
で 

供 

用 

開 

始 

の 

区 

間 

令
和
二
年
三
月
十
七
日 

供 

用 

開 

始 

の 

期 

日 

平
成
二
十
九
年
九
月
一
日
付
け
埼
玉
県
杉
戸

県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
七
号
で
告
示

し
た
道
路
予
定
区
域
の
供
用
開
始
で
あ
る
。 

 

延
長 

二
三
二
・
二
六
メ
ー
ト
ル 

備 
 
 
 
 
 

考 



告

示 

埼
玉
県
越
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
十
五
号 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開

発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

令
和
二
年
三
月
十
七
日 

埼
玉
県
越
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

平 

野 
 

 

隆 
 

 
 

一 

許
可
番
号 

 
 

令
和
二
年
三
月
二
日 

 
 

指
令
越
建
セ
第
〇
一
〇
〇
八
一
号 

二 

検
査
済
証
番
号 

 
 

令
和
二
年
三
月
十
三
日 

 
 

越
建
セ
第
五
〇
一
―
一
号 

三 

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

埼
玉
県
南
埼
玉
郡
宮
代
町
大
字
須
賀
字
前
須
賀
六
百
九
十
六
番
五
、
六
百
九
十
六
番
六
、
七 

 

百
六
番
十
六 

四 

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

埼
玉
県
坂
戸
市
千
代
田
三
丁
目
二
十
一
番
二
十
三
号 

ヴ
ィ
ラ
・
ボ
ン
セ
ジ
ュ
ー
ル
若
葉
二 

 

〇
四
号
室 

 
 

門
井 

敦
弘 



告

示 

埼
玉
県
教
委
告
示
第
八
号 

 
埼
玉
県
教
育
委
員
会
定
例
会
を
次
の
と
お
り
招
集
す
る
。 

 
 

令
和
二
年
三
月
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長 

小 

松 

弥 

生 
 

 
 

一 

日
時 

 
 

令
和
二
年
三
月
二
十
三
日 

午
前
九
時 

二 

場
所 

 
 

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
三
丁
目
十
五
番
一
号 

 
 

埼
玉
県
教
育
局
教
育
委
員
会
室 

三 

議
題 

 

イ 

埼
玉
県
教
育
局
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
に
つ
い
て 

 

ロ 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
決
裁
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る 

 
 

訓
令
に
つ
い
て 

 

ハ 

埼
玉
県
立
高
等
学
校
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
に
つ
い
て 

 

ニ 

埼
玉
県
い
じ
め
問
題
調
査
審
議
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て 

 

ホ 

そ
の
他 



告

示 

埼
玉
県
教
委
告
示
第
九
号 

 
学
校
教
育
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
三
百
四
十
号
）
第
三
十
五
条
第
一
項
に
よ
る
届

出
が
あ
っ
た
の
で
、
公
示
す
る
。 

 
 

 
 

令
和
二
年
三
月
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長 

小 

松 

弥 

生 

一 

廃
止
す
る
技
能
教
育
の
た
め
の
施
設
の
名
称 

 

イ 

学
校
法
人
国
際
学
園
星
槎
川
口
キ
ャ
ン
パ
ス
（
埼
玉
県
川
口
市
栄
町
三
丁
目
十
九
番
地
） 

 

ロ 

第
一
学
院
高
等
学
校
埼
玉
キ
ャ
ン
パ
ス
（
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
下
町
一
丁
目
四
十

 

二
番
地
二
Ｎ
Ｑ
ビ
ル
） 

二 

廃
止
年
月
日 

 
 

 
 

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日 

 



告

示 

埼
玉
県
選
管
告
示
第
十
四
号 

 
埼
玉
県
選
挙
管
理
委
員
会
を
次
の
と
お
り
招
集
す
る
。 

令
和
二
年
三
月
十
七
日 

埼
玉
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長 

細 

田 

德 

治 

一 

日
時 

令
和
二
年
三
月
二
十
五
日 

午
前
十
時
三
十
分 

二 

場
所 

庁
議
室 

三 

議
題 

 

 

ア 

公
職
選
挙
法
施
行
令
の
規
定
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
施
設
の
指
定
に

つ
い
て 

 

イ 

そ
の
他 
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